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『あんどうとわ』は、フランス語の『1、2、3』の意味で、
安藤かずひさと共に粕屋町を永遠（とわ）に良い町にするために
一歩一歩、着実に歩みを進めたいとの思いを込めています。
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6月の議会報告

安藤かずひさの一般質問

就活に有利な学生消防団認証制度を
安河内・総務部長／検討させていただきます
消防団員の欠員による啓発活動としてＨＰ・広報誌での活動を行っているが、広報誌５月号掲載の団員募集
広告での問い合わせ件数及び入団された方の人数は。

安藤：

　　団員募集の記事で当課に対する問い合わせなどは残念ながらございません。総務部長：

欠員対策として消防団活動の実績を町長が認証し、就職活動でアピールできる学生消防団認証制度を創設し
ては。
男子学生でなく女子学生消防団員も参加を提案したい。

安藤：

　　消防団の定義は、地域の生命、身体、財産を守るという崇高な郷土愛であり、決して就職のために消防
団を利用していただきたくない思いが本音です。
今後は、欠員のある地域の行政区長、議員にもお願いし欠員対策を行っていただくよう努力したい。

　　基本的には町長の意見の通りですが、定数割れしている団員の確保が望めることであれば双方にとって
利益となることでもあり、事例等を十分調査の上、検討したいと思います。

総務部長：

因・町長：

粕屋町少年の船・翼と言った事業は
因・町長／ 財源があればぜひ復活させたい
今年度８月沖縄において研修が予定されているが、過去は少年の船・翼といった事業が行われていた。
海外との交流やホームステイを通じ外国の文化・歴史・習慣などに直接触れることにより、異文化と共生・
調和の重要性などグローバルな視線から郷土を見直し、将来の粕屋町を担う人材を育成する取り組みだった
と思う。
今後の進め方は。

安藤：

グローバルな視点から粕屋町を見ることは重要な体験です。
ジュニアの育成は将来の粕屋町の大きな財産になることは十分認識しております。

町長：

　　　　　　　　　未来を担う子どもたちを育む町づくりを政策の柱として掲げ、青少年の健全育成や生涯
学習の推進を図ってまいります。

大石・教育委員会次長：


